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 塩川小学校では、教員をご退職された地域の方々に、「マル付けボランティア」として、

子どもたちの宿題のノートやプリントのまる付けや評価コメントの朱書きを行っていただ

いています。現在、５名の方々がボランティアとして午前中２時間程度活動しており、各学

年、週に１回ほど日替わりで宿題を見ていただいています。 

活動の様子と子ども・教員・ボランティアそれぞれに見られる効果について紹介します。 
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 この実践から学ぶポイント！ 
☆地域におられる元教員の方々の〝マンパワー〟を活用して 

 子ども・先生・ボランティアのそれぞれが Win・Win・Win

となる効果的な取組です！ 

☆宿題をきめ細かに見てもら

うことで、間違い等を確認

することができる。 

☆朱書きのコメント（アドバ

イス）を読んで学習を振り

返り、学習の仕方を改善す

ることができる。 

☆朱書きのコメント（称賛や

励まし）を読んで、学習意

欲が高まる。 

☆時間と心にゆとりが生まれ

て子どもと向き合う時間 

（対話、遊び、教材研究等） 

が増える。 

☆多忙化・多忙感の解消につ

ながる。 

☆元教員のボランティアから 

 宿題の内容や出し方につい

てアドバイスをもらえる。 

☆子どもたちや先生方の喜ぶ顔を見たり、感謝の声を聞いた

りして「やりがい」を感じることができる。 

☆自分の経験や知識を生かしながら地域の学校に貢献するこ

とができる「生きがい」を感じることができる。 

先 生 ボランティア 

Win! 

Win! 

Win! 


